
題字　東大淀小学校４年　東　楓 さん

３年ぶりに伊勢市高校生議会を開催！

令和４年８月 10日に、３年ぶりに伊勢市高校

生議会を開催することができました。

参加校の主な質問項目は、14 ～ 15 ページ、

関連記事を 16 ページに掲載しています。
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９
月
定
例
会
日
程

９
月
定
例
会
日
程

９
月

12
日
◦
本
会
議

　
　
　
（
議
案
の
提
案
説
明
等
）

　
　
◦
全
員
協
議
会

20
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦ 

本
会
議
（
委
員
会
審
査

付
託
・
一
般
質
問
）

　
　
◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
（
全
体
会
）

21
日
◦
本
会
議
（
一
般
質
問
）

26
日
◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
（
分
科
会
審
査
）

　
　
◦
産
業
建
設
分
科
会

27
日
◦
産
業
建
設
分
科
会

28
日
◦
教
育
民
生
分
科
会

30
日
◦
総
務
政
策
分
科
会

10
月

４
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

５
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

６
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

７
日
◦
決
算
特
別
委
員
会

　
　
　
（
全
体
会
）

12
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
本
会
議（
議
案
採
決
等
）

　
　
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
会

認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
請
願
１
件
を
採

択
、
発
議
３
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
の

概
要
は
３
～
５
ペ
ー
ジ
、
主
な

議
案
の
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
、
議

決
結
果
は
７
ペ
ー
ジ
、
議
案
質

疑
・
一
般
質
問
と
答
弁
の
概
要

は
８
～
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
上
で
、
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
お
よ
び
各
企
業
会
計

の
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
を
開
催
し
、

審
査
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
審
査
の
詳
細
は
４
～

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和４年
９月定例会

一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を

一
般
会
計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を

全
会
一
致
で
認
定

全
会
一
致
で
認
定

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

決決  

算算  

審審  

査査

　
令
和
４
年
９
月
市
議
会
定
例

会
は
、
９
月
12
日
か
ら
10
月
12

日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年

度
決
算
認
定
を
は
じ
め
と
す
る

18
議
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
、

決
算
特
別
委
員
会
、
各
常
任
委

員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、各
決
算
議
案
を
可
決・

認
定
、
他
の
議
案
を
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
、
人
事
案
件

３
件
を
同
意
、
報
告
２
件
を
承

　
９
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、「
令
和
３
年
度
決
算
認
定
」

外
３
件
を
詳
細
に
審
査
す
る
た

め
に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、「
総
務
政
策
分
科
会
」、「
教

育
民
生
分
科
会
」
お
よ
び
「
産

業
建
設
分
科
会
」
の
３
つ
の
分

科
会
を
設
け
ま
し
た
。

９　
月　
定　
例　
会　
の　
概　
要

決　
算　
特　
別　
委　
員　
会　
を　
設　
置

決算の概要説明をする会計管理者
（9 月 12 日）

決算特別委員会の北村委員長（左）と西山副委員長（右）
（9 月 20 日）

決算の監査結果を報告する代表監査委員
（9 月 12 日）

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引差額

一 般 会 計 593億9951万円 586億5852万2千円
7億4098万8千円

（基金積立額および翌年度 
へ繰越すべき財源を含む）

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 127億4961万円 126億8469万9千円 6491万1千円
（基金積立額を含む）

後 期 高 齢 者 医 療 33億772万円 32億5601万9千円 5170万1千円
介 護 保 険 147億5812万6千円 141億1832万5千円 6億3980万1千円
住宅新築資金等貸付事業 347万5千円 334万6千円 12万9千円
観 光 交 通 対 策 3億7739万5千円 3億7201万円 538万5千円
土 地 取 得 6579万2千円 6530万7千円 48万5千円

会　　　計　　　名 収益的収入（税抜き） 収益的支出（税抜き） 差引損益
企
業
会
計

病 院 事 業 86億9804万5千円 84億2740万8千円 2億7063万7千円
水 道 事 業 25億9910万2千円 22億6592万5千円 3億3317万8千円
下 水 道 事 業 37億2511万8千円 34億2692万2千円 2億9819万6千円

令和３年度一般会計・特別会計・企業会計決算（概要）

一般会計　歳出（性質別）決算額の前年度比較

歳　入 歳　出
令和３年度一般会計決算の内訳（目的別）

市税
27.1%

繰入金 2.0%
諸収入 1.4%
繰越金 1.3%

その他
自主財源 2.7%国庫支出金

21.9%

地方交付税
20.2%

市債
9.7%

県支出金
6.0%

地方消費税
交付金 5.2％

その他
依存財源 2.5%

財
源
34.5%

65.5%

自
依

存

財

源

主

593 億
9,951 万円

民生費
40.4%

土木費
12.9%

衛生費
11.4%

公債費
9.5%

総務費
8.7%

教育費
7.7%

消防費
4.6%

その他
4.8%

586億
5,852 万 2千円

（単位：億円）
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そ
の
他

補
助
費
等

普
通
建
設

　
　事
業
費

災
害
復
旧

　
　事
業
費

維
持

  

補
修
費

97.8100.7

67.3
76.4

3.7 4.1

118.1

149.2

174.0

89.0
74.8

42.1

2.4 0.5

57.0 55.9

84.0

50.0

1.2
18.7 

令和２年度 令和３年度

※収益的収入には、一般会計からの繰入金があります。
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産業建設分科会（９月 26日、27日）

教育民生分科会（９月 28日）

決算審査

決算審査

〇一般会計
　（歳入）
　住宅使用料の未納分の対応
　（歳出）
　 総務費　コミュニティバスの時刻・路線の見

直し
　労働費　若者の就労支援、緊急雇用など
　 農林水産業費　遊休農地活用、６次産業化、

地産地消、畜産振興、森林整備、水産振興、
漁港施設管理など

　 商工費　消費生活センター、創業支援、商店
街等ＰＲ支援、企業立地、産業支援センター
など

　 観光費　チャージスポットを活用した二見周
遊、観光案内所管理運営、クリエイター連携
ＰＲ、外国人観光客受け入れなど

　 土木費　地籍調査、道路整備、通学路整備、
護岸整備、宇治山田港湾、中心市街地活性化、
立地適正化計画、市営住宅の入居募集など
〇特別会計
　 ・住宅新築資金等貸付事業特別会計　債権

回収の取組

〇一般会計
　（歳入）
　保育料収入の過年度未納分の適正な回収
　（歳出）
　 民生費　民生委員の育成、障がい者サポー

ター制度の推進、女性の生活困窮支援、児
童相談への対応、多子世帯への支援など

　 衛生費　公衆浴場利用者の増加や公衆浴場
の存続、不法投棄防止対策、きれいなまち
づくりの推進、ごみの減量・雑がみ類の資
源化など

　 教育費　非核平和の推進、通学安全対策、
不登校対策、大仏山公園スポーツセンター
外周路等整備など
〇特別会計
　・国民健康保険特別会計　
　・後期高齢者医療特別会計
　・介護保険特別会計　

　 ・観光交通対策特別会計　内宮周辺の駐車
場整備
〇企業会計
　 ・水道事業会計　経費削減、行財政改革の

視点での水道事業ビジョンの見直しなど
　 ・下水道事業会計　多額となった繰越工事

への指摘など

〇企業会計
　 ・病院事業会計　安易に債権を不納欠損と

することのないよう債権回収の努力を期待

産業建設分科会の審査結果を報告する上村会長
（10 月 7 日）

教育民生分科会の審査結果を報告する吉岡会長
（10 月 7 日）

（9月27日）産業建設分科会（9月26日）

教育民生分科会（9月28日）

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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総務政策分科会（９月 30日）

決算特別委員会（10月７日）・本会議（10月 12日）

決算審査

〇一般会計
　（歳入）
　ふるさと納税の取組、合併特例債の活用など
　（歳出）
　 総務費　公務災害ゼロへの取組、副市長の事

務分担見直し、職員研修の充実、DX の推進、
出会い・結婚支援事業の推進、地域の人材育
成、防犯カメラの増設など

　民生費　人権啓発活動など
　 消防費　防災訓練の充実、避難所の環境整備、

避難経路の安全確認など
　 教育費　情報戦略局文化政策課の体制、賓日

館の設備充実など

　10 月７日の決算特別委員会全体会で、各分
科会の会長がそれぞれ分科会審査の結果を報告
し、採決の結果すべて可決・認定されました。
これを受け、10 月 12 日の本会議で、北村勝
決算特別委員会委員長が決算全体の審査結果を
報告しました。

伊勢市議会動画配信伊勢市議会動画配信
　伊勢市議会では、ＹｏｕＴｕｂｅを利用し、ホーム
ページで会議の動画を配信しています。
　また、いせ市議会だよりの紙面上では、動画へとリ
ンクする二次元コードを掲載しており、スマートフォ
ンやタブレットで読み取ると、動画が視聴できます。

総務政策分科会の審査結果を報告する品川会長
（10 月 7 日）

決算特別委員会の審査結果を報告する北村委員長
（10 月 12 日）

総務政策分科会（9月30日）

決算特別委員会（10月7日） 本会議（10月12日）

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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視
察
先　
愛
知
県
日
進
市

日
程　
８
月
８
日

　
平
成
25
年
に
日
進
市
で
開
校

し
た
小
学
校
と
中
学
校
の
併
設

型
の
学
校
に
つ
い
て
参
考
と
す

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を

実
施
し
、
開
校
後
の
教
師
や
児

童
・
保
護
者
か
ら
の
意
見
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
先　
埼
玉
県
川
越
市

日
程　
８
月
９
日

　
令
和
２
年
に
川
越
駅
西
口
の

民
間
ビ
ル
に
福
祉
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
、
伊
勢
市
駅
前
の
保

健
福
祉
拠
点
施
設
の
参
考
と
す

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。

視
察
先　
兵
庫
県
加
古
川
市

日
程　
８
月
22
日

　
加
古
川
市
は
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
先
進
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、
加
古
川
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
構
想
、
見
守
り
カ
メ
ラ
の

設
置
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

視
察
先　
広
島
県
広
島
市

日
程　
８
月
23
日

　
過
去
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害

に
遭
っ
た
広
島
市
を
訪
れ
、
被

災
を
踏
ま
え
て
の
防
災
対
策
や

▽�

令
和
４
年
度
伊
勢
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

17
億
２
７
９
５
万
９
千
円

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
緊

急
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
災
害
復
旧
事

業
、
国
補
助
金
の
決
定
等
に
よ

る
事
業
費
変
更
お
よ
び
行
政
運

営
上
早
急
に
措
置
す
べ
き
諸
経

費
に
つ
い
て
追
加
補
正
す
る
も
の
。

▽�

令
和
４
年
度
伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

12
億
５
１
６
０
万
円

　
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
加

え
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

緊
急
対
策
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
促
進
事
業
、
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て
追
加
補
正

す
る
も
の
。

そ
の
他

▽�

保
健
福
祉
拠
点
施
設
内
装
工

事
の
請
負
契
約

　
伊
勢
市
駅
前
再
開
発
ビ
ル
の

５
階
か
ら
７
階
に
設
置
す
る
予

定
の
保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
内

装
工
事
の
請
負
契
約
を
承
認
す

る
も
の
。

　
５
階
に
は
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
、
こ
ど
も
発
達
支
援
室
等
を
、

６
階
に
は
マ
マ
☆
ほ
っ
と
テ
ラ

ス
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等

を
、
７
階
に
は
福
祉
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
等
を
配
置

す
る
予
定
で
あ
り
、
工
事
は
令

和
５
年
３
月
中
旬
の
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。

契
約
金
額

４
億
４
２
２
０
万
円

令
和
４
年
度
補
正
予
算

令
和
４
年
度
補
正
予
算

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

委
員
会
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

教
育
民
生
委
員
会

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
の
情
報

収
集
活
動
、
水
難
救
助
活
動
等
、

実
際
の
映
像
、
ド
ロ
ー
ン
本
体

等
を
使
用
し
、
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

総
務
政
策
委
員
会

視察の詳細

視察の詳細

産
業
建
設
委
員
会
の
視
察
は
、

実
施
時
期
が
異
な
る
た
め
次
号

で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

伊勢市議会委員会室でのオンライン視察

兵庫県加古川市での視察広島県広島市での視察

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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審議した案件と結果
全会一致の案件

議案番号 案件名
79 令和３年度決算認定

80
令和３年度伊勢市病院事業の資本剰余金の処
分及び令和３年度伊勢市病院事業会計決算認
定

81 令和３年度伊勢市水道事業の利益の処分及び
令和３年度伊勢市水道事業会計決算認定

82 令和３年度伊勢市下水道事業の利益の処分及
び令和３年度伊勢市下水道事業会計決算認定

83 令和４年度伊勢市一般会計補正予算（第４号）

84 令和４年度伊勢市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

85 伊勢市表彰条例の一部改正

〔議案〕

6 常任委員会の閉会中の継続審査・調査

〔発議〕

議案番号 案件名

86 伊勢市市税条例の一部改正

87 伊勢市印鑑の登録及び証明に関する条例の一
部改正

88 市道の路線の廃止

89 市道の路線の認定

90 ～ 92 人権擁護委員の推薦につき意見を聞くこと

93 保健福祉拠点施設内装工事の請負契約

94 令和４年度伊勢市一般会計補正予算（第５号）

7 令和３年度決算に基づく健全化判断比率の報
告

〔報告〕

8 令和３年度決算に基づく資金不足比率の報告

賛否の分かれた案件

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

議員名

 
議案番号

三
野
　
泰
嗣

川
口
　

浩

大
西
　
要
一

宮
﨑
　
　
誠

久
保
　
　
真

中
村
　
　
功

井
村
　
貴
志

上
村
　
和
生

北
村
　
　
勝

楠
木
　
宏
彦

鈴
木
　
豊
司

野
崎
　
隆
太

吉
井
　
詩
子

世
古
　
　
明

野
口
　
佳
子

岡
田
　
善
行

福
井
　
輝
夫

辻
　
　
孝
記

吉
岡
　
勝
裕

品
川
　
幸
久

藤
原
　
清
史

西
山
　
則
夫

浜
口
　
和
久

宿
　
　
典
泰

議案番号 案件名 審議結果

請願第３号 子どもたちの「豊かな学び」の保障を求める請願 　賛成多数　採択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

発議第 5 号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 　賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

発議第７号 子どもたちの「豊かな学び」の保障を求める意見書の提出 　賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

　　　　　　　　　　　・○は賛成、×は反対。世古議長は通常採決に加わりません。

〔請願〕

〔発議〕

議会用語集
・議案…市長が議会に提出する議決を必要とする案件のことです。
・報告… 法律等により議会へ報告することが規定されているものや、議会の議決により、あらかじめ専決処

分（市長が議会に代わって意思決定）をすることを定めた事案について、議会へ報告する案件のこ
とです。

・発議…議員、委員会が議会に提出する議事の対象となる案件のことです。
・請願… 意見や要望を行政に反映させるため、議会に対して、施策の実現を要望する制度で、議員の紹介に

より議長に提出された案件のことです。

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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市政市政をを問問うう

議案質疑 …予算、条例等の議会に提出された議案の内容について質問をすること
一般質問 …市の事業、諸課題、将来の方針等、市政全般について質問をすること

各議員の掲載記事欄にある二次元コードを
スマートフォンやタブレットで読み取ると
その議員の動画が視聴できます。

８８人人 のの がが議員議員 質 問質 問   
浜口　和久　　9 ページ
中村　　功　　9 ページ
鈴木　豊司　　10 ページ
川口　　浩　　10 ページ

９月 20日

( 一般質問 )

楠木　宏彦　　11 ページ 
宮﨑　　誠　　11 ページ 
福井　輝夫　　12 ページ 
野崎　隆太　　12 ページ

９月 21日
( 一般質問 )

野崎　隆太　　8 ページ10 月 12日
( 議案質疑 )

野
の
崎
ざき
�隆
りゅうた
太

（自由民主党）

意見書は市議会として消費税の安定化を
求めるということか

現状で収入に当たる消費税を充てることが
ひとつの手段と考えている

動画は
こちらから

答

問　
偏
在
性
の
小
さ
い
所
得
税
・

消
費
税
の
税
源
移
譲
が
、
な
ぜ

地
域
間
格
差
是
正
に
効
果
的
な

の
か
。

答　
所
得
税
・
消
費
税
に
つ
い

て
は
、
地
方
に
よ
る
偏
在
性
が

少
な
い
・
安
定
的
な
税
源
と
考

え
て
い
る
。
地
域
で
受
益
す
る

負
担
と
関
係
性
を
希
薄
化
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
よ
り
少
な
い

税
制
の
あ
り
方
を
追
求
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
国
政
選
挙
で
消
費
税
引
下

げ
や
廃
止
を
訴
え
る
政
党
が
あ

る
。
財
源
移
譲
を
求
め
な
が
ら

引
下
げ
、
廃
止
を
求
め
る
こ
と

に
は
矛
盾
が
あ
る
。
賛
同
議
員

は
、
消
費
税
廃
止
や
引
下
げ
に

は
反
対
と
い
う
こ
と
か
。

答　
今
回
賛
同
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
野
党

が
言
っ
て
い
る
５
％
引
下
げ
に

つ
い
て
は
関
与
し
て
い
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　
先
に
可
決
さ
れ
た
請
願
第

３
号
、
発
議
第
７
号
で
は
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
継
続
や
国

庫
負
担
金
に
よ
る
財
源
確
保
が

求
め
ら
れ
、
本
意
見
書
で
は
地

方
交
付
税
の
引
上
げ
や
財
源
移

譲
を
求
め
て
い
る
。
２
つ
は
矛

盾
し
た
意
見
書
に
見
え
る
が
。

答　
安
定
的
な
地
方
財
源
の
確

保
の
た
め
に
も
、
記
載
の
と
お

り
ご
理
解
賜
り
た
い
。

問　
消
費
税
は
高
等
教
育
無
償

化
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
消
費

税
を
地
方
税
と
し
て
移
譲
し
て

一
般
財
源
化
し
ろ
と
い
う
趣
旨

な
の
か
。

答　
地
方
財
政
に
お
け
る
本
来

の
課
題
と
し
て
、
国
税
か
ら
地

方
税
へ
の
税
源
移
譲
が
ひ
と
つ

の
改
革
に
な
る
と
思
う
。
様
々

な
税
制
の
中
で
、
税
源
移
譲
に

よ
り
地
方
税
と
し
て
抜
本
的
な

改
善
を
行
う
意
見
書
と
し
て
ご

理
解
賜
り
た
い
。

議
案
質
疑

発
議
第
５
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

※
提
案
者
（
宮
﨑
誠
議
員
）
に
対
す
る
質
疑

発議第５号採決の様子

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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一
般
質
問

中
なか
村
むら
　功
いさお

（志誠会）

学校施設の老朽化について問う

施設の長寿命化の観点を持ち、計画的に整備し
たい

動画は
こちらから

答

問　

小
中
学
校
適
正
規
模
化
・

適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て

い
く
の
か
。

答　
第
一
期
計
画
の
学
校
統
合

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
時

期
は
決
定
し
て
い
な
い
。
児
童

数
の
動
向
に
つ
い
て
検
証
を
重

ね
、
状
況
に
応
じ
な
が
ら
、
対

策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
老
朽
化
の
現
状
は
ど
う
か
。

答　
経
年
使
用
に
よ
る
劣
化
が

ひ
ど
く
、
雨
漏
り
や
外
壁
に
亀

裂
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
、
財
政
負
担
の
軽
減
と
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
、整
備
し
た
い
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
照
明
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
老
朽
化
対
策
で
改
修
な
ど

行
っ
て
い
く
際
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

照
明
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
廃
校
施
設
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
の
現
状
は
ど
う
か
。

答　
施
設
の
状
況
や
地
域
の
意

見
を
考
慮
し
、
全
市
的
な
行
政

施
策
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
旧
校
舎
を
改
修
し
て
、
利

活
用
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
廃
校
と
な
っ
た
施
設
は
除

去
が
前
提
で
あ
る
。
利
用
で
き

る
間
は
、
防
災
対
策
を
優
先
し
、

再
利
用
の
場
合
は
、
施
設
の
改

修
は
行
わ
ず
、
安
全
に
利
用
で

き
る
期
間
だ
け
と
し
て
い
る
。

問　
余
裕
教
室
は
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
る
の
か
。

答　
少
人
数
指
導
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
有
効
に
活
用

し
て
い
る
。

問　
地
域
交
流
が
期
待
で
き
る

老
人
会
な
ど
の
利
用
が
で
き
な

い
か
。

答　
常
駐
に
な
る
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
や
鍵
の
問
題
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。

一
般
質
問

浜
はま
口
ぐち
�和
かず
久
ひさ

（志誠会）

式年遷宮に向け道路整備が遅れないように
財源の確保を

少しでも財政上有利な地方債を活用し
財源確保に努める

答

問　
道
路
整
備
の
効
果
は
、
道

路
交
通
の
円
滑
化
だ
け
で
は
な

く
、
都
市
の
骨
格
形
成
や
沿
道

立
地
の
促
進
な
ど
、
市
街
地
形

成
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て

の
機
能
お
よ
び
延
焼
防
止
な
ど

の
防
災
上
の
効
果
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
県
道
整
備
は
県
に
申

し
入
れ
を
し
、
市
道
に
つ
い
て

は
現
在
７
つ
の
路
線
の
事
業

に
着
手
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
の
事
業
費
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
県
道
（
御
木
本
道
路
）
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
式
年
遷
宮

に
向
け
た
観
光
客
の
受
入
れ
基

盤
と
し
て
、
安
全
で
円
滑
な
交

通
や
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る

よ
う
、
直
接
知
事
に
御
要
望
申

し
上
げ
た
。
市
道
に
つ
い
て
は

現
在
７
路
線
に
着
手
し
て
お
り
、

交
通
の
分
散
化
、
歩
行
者
の
安

全
確
保
、
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ど
れ
も

重
要
な
道
路
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
確
保

に
つ
い
て
、
国
や
県
と
連
携
し
、

補
助
金
や
交
付
金
な
ど
国
か
ら

の
支
援
を
頂
け
る
よ
う
に
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

問　
伊
勢
市
の
純
持
ち
出
し
分

に
つ
い
て
、
市
の
財
政
面
で
は

ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か
。

答　

地
方
債
に
て
賄
う
予
定
。

中
で
も
財
政
上
有
利
な
も
の
、

よ
り
交
付
税
措
置
の
大
き
い
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
対
応

し
た
い
。
可
能
な
限
り
実
負
担

が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
調

査
を
行
い
、
予
算
の
編
成
の
中

で
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
災
害
時
に
お
け
る
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

動画は
こちらから

建設中の二見浦小学校・二見中学校

知事に要望した御木本道路

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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一
般
質
問

動画は
こちらから

一
般
質
問

川
かわ
口
ぐち
　浩
ひろし

（日本共産党）

市営住宅の入居者に求めている連帯保証人
を撤廃できないか

県内 14 市で情報共有を図りながら研究していく答

問　
国
土
交
通
省
は
連
帯
保
証

人
確
保
の
免
除
を
求
め
る
通
知

を
２
回
に
わ
た
り
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

答　
連
帯
保
証
人
確
保
が
難
し

い
と
の
声
も
あ
り
、
令
和
３
年

９
月
に
60
歳
以
上
の
方
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
に
つ
い
て
、
２

人
か
ら
１
人
に
減
ら
す
対
応
を

し
た
。
今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

問　
収
入
だ
け
で
な
く
、
人
付

き
合
い
の
少
な
い
人
が
、
連
帯

保
証
人
を
探
す
の
は
大
変
難
し

い
。
連
帯
保
証
人
に
代
わ
る
債

務
保
証
会
社
の
活
用
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

答　
課
題
な
ど
も
こ
れ
か
ら
見

え
て
く
る
の
で
研
究
し
て
い
く
。

問　
年
２
回
の
入
居
募
集
を
随

時
募
集
に
変
更
で
き
な
い
か
。

答　
外
部
の
人
を
招
い
た
選
定

委
員
会
で
入
居
審
査
し
て
お
り
、

随
時
募
集
は
難
し
い
。

問　
老
朽
化
が
進
む
中
、
新
築

は
せ
ず
に
修
繕
し
て
い
く
方
針

と
聞
く
が
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は

取
れ
る
の
か
。

答　

需
給
を
見
定
め
な
が
ら
、

民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
も
検
討

し
て
い
く
。

伊
勢
市
駅
前
Ｂ
地
区
再
開
発
事

業
に
つ
い
て

問　
再
開
発
ビ
ル
の
賃
貸
住
宅

の
入
居
状
況
、
ホ
テ
ル
と
の
交

渉
、
１
階
の
テ
ナ
ン
ト
交
渉
の

進
捗
は
。
情
報
開
示
の
姿
勢
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
賃
貸
住
宅
は
20
戸
中
10
戸

が
契
約
済
み
。
ホ
テ
ル
は
交
渉

中
で
企
業
名
を
出
せ
る
段
階
で

は
な
い
。
１
階
は
飲
食
、
物
販
、

事
務
所
と
交
渉
中
と
聞
い
て
い

る
。
報
告
で
き
る
状
況
に
な
れ

ば
、
速
や
か
に
情
報
提
供
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◎ 

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
の
支
援
の

あ
り
方
、
生
物
多
様
性
の
保

全
に
つ
い
て

鈴
すず
木
き
�豊
とよ
司
し

（勢風会）

「勢田川七夕大そうじ」は大きな転換期。
廃止するなり、見直しをしては

市民の意見を取り入れ、気持ちよく掃除をしていただく
中で、市民が憩える清流を目指し、今後も取り組む

動画は
こちらから

答

問　
今
年
の「
七
夕
大
そ
う
じ
」

は
、
自
治
会
で
堤
防
の
草
刈
り

を
事
前
に
済
ま
せ
た
中
で
、
処

理
し
た
雑
草
は
60
袋
（
45
ℓ
）

に
及
ん
だ
。
こ
れ
は
「
一
自
治

会
」
で
行
う
べ
き
作
業
か
。

答　
公
共
の
管
理
区
域
内
で
の

除
草
は
、
管
理
者
（
国
・
県
・

市
）
で
対
応
を
し
て
い
く
。

問　
職
員
の
参
加
が
な
か
っ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
な
の
か

尋
ね
る
。

答　
各
自
治
会
に
は
、
職
員
派

遣
に
つ
い
て
声
掛
け
し
た
が
、

派
遣
の
要
請
は
な
か
っ
た
。

問　
「
七
夕
大
そ
う
じ
」
の
主

催
者
は
、
沿
岸
自
治
会
と
伊
勢

市
環
境
会
議
と
聞
く
。
沿
岸
自

治
会
へ
の
押
し
付
け
で
は
な
い
か
。

答　
押
し
付
け
と
は
考
え
て
お

ら
ず
、
今
後
も
沿
岸
自
治
会
、

伊
勢
市
環
境
会
議
と
相
談
し
な

が
ら
、
気
持
ち
よ
く
掃
除
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

勢
田
川
の
汚
染
対
策

問　
流
域
下
水
道
事
業
の
整
備

が
進
む
中
で
も
、
勢
田
川
の
水

質
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。
当

局
の
認
識
を
改
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答　
引
き
続
き
、
下
水
道
の
整

備
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

補
助
を
進
め
、
さ
ら
な
る
水
質

改
善
に
取
り
組
む
。

下
水
道
事
業
の
将
来
展
望

問　
下
水
道
事
業
の
行
く
末
は
、

人
口
減
少
や
さ
ら
な
る
設
備
投

資
を
心
配
す
る
。
市
民
負
担
を

含
め
た
将
来
展
望
は
い
か
が
か
。

答　
決
し
て
健
全
経
営
が
で
き

て
い
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識

す
る
が
、
適
宜
計
画
を
見
直
し

な
が
ら
、
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

勢田川七夕大そうじの光景

市営住宅

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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楠
くす
木
き
�宏
ひろ
彦
ひこ

宮
みや
﨑
ざき
　誠
まこと

（日本共産党）

（新政いせ）

勢田川流域等浸水対策実行計画の目的・
効果はどう考えるか

安心して「住みたい・住み続けたいまち」
に選ばれるまちづくりへの現状と課題は

短期計画では、平成 29 年 10 月の洪水に対して、床上浸水
を軽減する。また、中長期計画では、床上浸水を解消する

人口減少、少子高齢化および世帯数増加に対し、
子育て、介護などの行政サービスの充実を図る

動画は
こちらから

答

答

問　
氾
濫
を
防
ぐ
対
策
は
。

答　
河
床
掘
削
や
堤
防
の
整
備
、

ポ
ン
プ
場
の
増
強
や
雨
水
排
水

路
の
整
備
が
あ
る
。
貯
留
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
排
水
路

の
中
長
期
的
な
整
備
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

問　
農
業
用
た
め
池
や
農
地
で

の
対
策
は
。

答　
「
防
災
重
点
農
業
た
め
池
」

と
位
置
付
け
た
6
つ
の
池
に
つ

い
て
、
県
と
連
携
し
て
防
災
工

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

田
ん
ぼ
は
、
モ
デ
ル
的
に
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
の
施
行
も
検
討
し

て
い
く
。

問　
河
道
掘
削
に
つ
い
て
は
。

答　
勢
田
川
・
桧
尻
川
・
汁
谷

川
に
つ
い
て
、
河
道
掘
削
は
お

お
む
ね
完
了
し
て
い
る
。
国
や

県
の
管
理
区
間
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
な
管
理
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
市
管
理
区

間
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
管

理
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
ポ
ン
プ
場
の
整
備
は
。

答　
黒
瀬
ポ
ン
プ
場
、
桧
尻
川

排
水
機
場
、
汁
谷
川
排
水
機
場

の
3
か
所
、
増
強
計
画
が
あ
る
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
は
。

答　
黒
瀬
に
つ
い
て
は
、
市
施

工
で
令
和
5
年
度
完
成
予
定
。

桧
尻
川
は
国
で
施
工
中
。
汁
谷

川
は
県
が
中
長
期
計
画
で
進
め

て
い
る
。

問　
国
交
省
が
挙
げ
る
対
策
と

し
て
移
転
促
進
な
ど
が
あ
る
。

市
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
洪
水
・
内
水
・
高
潮
な
ど

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
重
ね
合

わ
せ
た
居
住
地
誘
導
区
域
の
見

直
し
を
立
地
適
正
化
計
画
に
お

い
て
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
中

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

統
一
協
会
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の

市
の
関
与
に
つ
い
て

問　
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

答　
四
日
市
市
や
県
の
後
援
な

の
で
問
題
な
い
と
判
断
し
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
今
後
、

不
当
行
為
を
行
っ
て
い
る
と
指

摘
さ
れ
る
団
体
が
関
わ
る
活
動

に
行
政
が
関
与
す
る
の
は
適
当

で
は
な
い
。

問　
店
舗
新
築
・
住
宅
等
リ
フ

ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
補
助
金
制

度
の
現
状
の
課
題
は
。

答　
申
請
数
増
加
に
伴
い
増
額

補
正
を
行
っ
て
い
る
。
住
宅
政

策
に
お
け
る
複
合
的
な
課
題
解

決
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問　
三
世
代
同
居
に
お
け
る
リ

フ
ォ
ー
ム
や
近
居
な
ど
支
援
制

度
を
提
案
し
た
い
。
現
状
の
課

題
お
よ
び
支
援
の
必
要
性
は
。

答　
本
市
の
支
援
制
度
で
は
三

世
代
同
居
な
ど
に
特
化
し
て
い

な
い
。
制
度
を
活
用
し
た
定
住

や
支
え
合
い
機
能
の
強
化
な
ど

多
様
な
住
宅
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
宅
地
開
発
で
生
じ
る
地
域

課
題
へ
の
問
題
と
対
策
は
。

答　
事
業
者
よ
り
提
出
さ
れ
た

事
前
協
議
報
告
書
と
地
元
と
の

解
釈
が
異
な
る
事
例
が
あ
る
。

地
元
に
聞
き
取
り
し
、
内
容
の

確
認
を
し
て
い
く
。

問　
国
道
23
号
な
ど
市
内
主
要

道
路
に
お
け
る
渋
滞
対
策
は
。

答　

Ａ※

Ｉ
に
よ
る
渋
滞
予
測
シ

ス
テ
ム
実
験
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
渋

滞
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

伊
勢
市
の
環
境
問
題
に
つ
い
て

問　
ポ
イ
捨
て
条
例
の
効
果
は
。

答　
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

引
き
続
き
、
自
治
会
や
民
間
団

体
と
連
携
し
、
啓
発
活
動
を
通

じ
て「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
く
。

問　
千
葉
市
な
ど
市
の
指
定
ご

み
袋
を
レ
ジ
袋
と
す
る
取
り
組

み
が
あ
る
。
本
市
で
も
す
る
考

え
は
。

答　
環
境
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
る
効
果
的
な
取
り
組
み
と
し

て
検
討
し
た
い
。

問　
「
ゼ※

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

い
せ
」
の
表
明
と
挑
戦
意
欲
は
。

答　

今
年
度
中
に
表
明
す
る
。

市
民
や
事
業
者
な
ど
と
一
体
に

な
り
、
脱※

炭
素
社
会
実
現
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

一
般
質
問

一
般
質
問

動画は
こちらから

黒瀬ポンプ場

※AI…人工知能のこと。
※ゼロカーボンシティ… 脱炭素社会の実現に向けて、2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにしていくことを表明した地方

公共団体（都道府県または市町村）のこと。
※脱炭素社会…地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量と森林等による吸収量が均衡し、排出量が実質ゼロとなる社会。
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一
般
質
問

野
の
崎
ざき
�隆
りゅうた
太

（自由民主党）

伊勢市でも不当要求は発生しているか

伊勢市においても発生しており、防止対策要綱や
マニュアルに基づいて対応している

動画は
こちらから

答

問　

２
０
１
２
年
の
暴
力
団
対

策
法
の
改
正
以
後
、
不
当
要
求

の
形
は
一
般
市
民
か
ら
の
過
剰

な
要
求
へ
と
変
化
を
し
て
お
り
、

全
国
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

不
当
要
求
の
67
・
3
％
は
一
般

市
民
に
よ
る
も
の
と
い
う
結
果

が
出
て
い
る
。
不
当
要
求
の
性

質
変
化
に
つ
い
て
認
識
を
聞
き

た
い
。

答　
不
当
要
求
事
案
は
、
当
初

想
定
と
比
較
す
る
と
、
対
象
者
、

要
求
内
容
、
そ
も
そ
も
要
求
な

の
か
も
含
め
様
々
な
部
分
で
変

わ
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
窓
口
対
応
で
警
備
員
、
警

察
の
協
力
を
仰
ぐ
ケ
ー
ス
が
存

在
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
で

も
不
当
要
求
や
行
政
対
象
暴
力

が
変
化
し
て
い
る
状
況
が
あ
る

の
か
。

答　
市
で
も
不
当
要
求
と
い
う

形
自
体
が
様
変
わ
り
し
て
い
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
行
政
対
象
暴
力
や

不
当
要
求
は
、
大
き
な
目
的
を

持
た
な
い
、
過
度
な
謝
罪
の
み

を
要
求
す
る
、
も
と
も
と
強
い

善
意
や
正
義
感
の
下
に
行
わ
れ
、

本
人
に
不
当
要
求
を
し
て
い
る

自
覚
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
出
て
い

る
。
職
員
は
市
に
住
む
す
べ
て

の
人
の
公
金
で
雇
わ
れ
て
い
る
。

目
の
前
の
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
は

あ
る
が
、
目
の
前
に
は
見
え
て

い
な
い
12
万
人
の
こ
と
も
考
え

業
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
特

定
市
民
の
長
時
間
の
居
座
り
や

毎
日
の
電
話
な
ど
へ
の
対
応
に

よ
り
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
や
他

の
市
民
に
影
響
が
及
び
、
業
務

へ
の
支
障
や
残
業
の
発
生
な
ど

が
起
き
て
い
る
実
態
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
過
剰
な
部
分
に
つ
い
て
区

分
は
難
し
い
と
い
う
課
題
は
あ

る
が
、
特
定
の
市
民
へ
の
長
時

間
対
応
と
い
う
事
例
は
発
生
し

て
お
り
、
自
ず
と
時
間
外
、
残

業
の
発
生
と
い
う
事
情
も
現
在

起
き
て
い
る
。

福
ふく
井
い
�輝
てる
夫
お

（志誠会）

市の全額負担による防犯カメラの他市の
設置状況はどうか

県内では四日市市と鈴鹿市が駅前に市が防犯
カメラを設置している

動画は
こちらから

答

問　
現
在
建
設
中
で
令
和
５
年

４
月
か
ら
新
し
い
場
所
に
開
校

す
る
二
見
浦
小
学
校
・
二
見
中

学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答　
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討

し
た
通
学
路
の
安
全
性
を
点
検

し
、
必
要
な
対
策
を
可
能
な
限

り
移
転
ま
で
に
実
施
す
る
。　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

問　
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の

抑
止
や
事
件
・
事
故
の
解
決
に

役
立
ち
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

街
頭
カ
メ
ラ
を
市
の
全
額
負
担

で
設
置
し
て
い
る
先
進
地
も
あ

る
。
兵
庫
県
加
古
川
市
で
は
、

通
学
路
に
１
４
７
５
台
設
置
し

て
い
る
。
市
に
よ
る
街
頭
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
ぜ
ひ
考
え

て
も
ら
い
た
い
が
。

答　
自
治
会
が
設
置
を
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
５
か
年
計
画
で
事
業
を

進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
街
頭

の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

現
在
伊
勢
市
で
つ
け
て
い
る
も

の
は
な
い
。

問　

二
見
町
江
と
茶
屋
地
区

の
間
の
国
道
に
並
行
し
て
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル

が
あ
り
、
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
。
通
行
量
も
少
な
く
閑
散
と

し
て
お
り
、
近
隣
か
ら
も
離
れ

死
角
に
な
っ
て
い
る
。
防
犯
上

の
問
題
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
を
市

で
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

と
の
要
望
も
多
い
が
い
か
が
か
。

答　
道
路
の
管
理
用
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
設
置
で
き
な
い
か
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
三
重
県
の

ほ
う
に
も
相
談
し
た
い
。

一
般
質
問

二見のトンネル

不当要求行為等
対応マニュアル

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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議�

会�

日�

誌

　「議会って何してるとこなん？」の声に応えるために、議員と事務局職員が議会の役割や
仕組み等を分かりやすく説明する「議会ツアー」を今年度から実施しています。

「議会ツアー」を実施しています！
「議会ツアー」を実施しています！ お申込みは

こちら

・ 伊勢市議会の人がやっていることが分
かった。

・ 議会がとても身近に感じられた。
・  18 才になったら投票したいと思った。
・ 私の大好きな伊勢を守っているのがかっ

こいいと思った。
・ 学校の授業でだいたいどんなのかは分

かったけど、行って改めて関心をもった。

・ 議員さんが直接教えてくれるとは思わ
なかったので、すごいと思った。

・ インターネットでは知れないことも知
れて勉強になった。

・ クイズがおもしろかった。特に○×ク
イズ。

など　

議会ツアーで市内小学生からいただいたご意見

３
月
定
例
会
の
概
要

各
種
ご
案
内

議　

会　

放　

映

９
月
定
例
会
会
議
録

12 月定例会は

12 月 5日～ 21日12月 5日～ 21日
の予定です。

日程等は、開会１週間前から
ケーブルテレビ、伊勢市議会ホームページ
でご案内します。

　
本
会
議
、
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
（
設
置
さ
れ
た
場
合
）

の
模
様
を
会
議
の
あ
っ
た
日
の

翌
日
午
後
２
時
と
７
時
か
ら
の

２
回
、
ま
た
定
例
会
終
了
後
の

翌
々
日
午
後
８
時
か
ら
再
放
送

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伊
勢
市

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま

す
。

　
な
お
、
伊
勢
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
利
用
し
た
動
画
配
信
も
行
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
れ
ば
、
時
間
を
気
に

せ
ず
視
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

９
月
定
例
会
の
詳
細
は
、

「
９
月
議
会
の
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
、
伊
勢
図
書
館
、

小
俣
図
書
館
へ
12
月
中
旬
に
設

置
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
伊
勢
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

※ 視聴の際のデータ通信料はご自身の
負担となります。

伊勢市議会動画配信 検索

８
月

２
日
◦
広
報
広
聴
検
討
分
科
会

８
日
～
９
日

　
　
◦ 

教
育
民
生
委
員
会
オ
ン

ラ
イ
ン
視
察

10
日
◦
伊
勢
市
高
校
生
議
会

22
日
～
23
日

　
　
◦ 

総
務
政
策
委
員
会
管
外

行
政
視
察

29
日
◦ 

産
業
建
設
委
員
協
議
会

　
　
◦ 

広
報
広
聴
検
討
分
科
会

30
日
◦ 

教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦ 

同
協
議
会

31
日
◦ 

総
務
政
策
委
員
会

　
　
◦ 

同
協
議
会

９
月

５
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

12
日
～
10
月
12
日

　
　
◦
９
月
定
例
会

12
日
◦
広
報
広
聴
検
討
分
科
会

20
日
◦ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
会
議

28
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

10
月

12
日
◦
広
報
広
聴
検
討
分
科
会

24
日
◦ 

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検
討
分
科
会

議会ツアー

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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伊勢市高校生議会　参加校の主な質問内容伊勢市高校生議会　参加校の主な質問内容

英 心 高 等 学 校英 心 高 等 学 校 被害想定・ハザードマップについて被害想定・ハザードマップについて

皇 學 館 高 等 学 校皇 學 館 高 等 学 校 地産地消推進に向けた新たな取り組みについて地産地消推進に向けた新たな取り組みについて

伊  勢  工  業  高  等  学  校伊  勢  工  業  高  等  学  校 伊勢市におけるものづくり産業の発展について伊勢市におけるものづくり産業の発展について

　伊勢市高校生議会では、高校生が議員役となって、市政に対する疑問点やこれからの伊勢市に
望むことを高校生の視点で質問し、議員が市職員役となって、答弁を行いました。また、参加高
校生のうち、希望があった３名が交代で議長役を務めました。

・ 市のハザードマップでは、英心高校がある伊勢市駅周辺は最
大３メートルの津波に襲われると想定されていますが、何を
基準に想定していますか。

・ 南海トラフ地震によって発生する津波により、市全体ではど
のくらいの被害が出ると想定していますか。また、被害を減
らすために市で行っている政策などはありますか。

・ ＳＤＧｓの視点の１つである「地産地消」推進のため、学校
給食では、毎月 19 日を食育の日として地場産物を多く取り
入れた献立を提供していますが、「農村振興基本計画」の学
校給食への地場農産物の提供回数は達成したと考えていいで
しょうか。

・ 校内でアンケートを行った結果、果物の収穫体験に興味・関
心が高いことが分かったため、農業体験講座などは検討でき
ないでしょうか。

・ 伊勢工業生の多くは、この地域に残って働きたいと考えてお
り、新たなことに挑戦できるような企業がたくさんあれば、
市の工業・産業の発展に貢献できると思いますが、ものづく
り産業の発展に取り組んでいることはありますか。

・ 古き価値ある建物を活用した魅力的な店舗が増えれば、もの
づくりの観点からも再生でき、市の活性化にも繋がっていく
はずですが、市としてはどのようにお考えでしょうか。

開催日時　令和４年８月 10日（水）
　　　　　13：30～ 16：05

開催場所　伊勢市役所　本館３階　
　　　　　市議会議場

参加人数　８校 20名

当日の会議録（質問・答弁の全文）、
動画等はこちら

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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伊 勢 学 園 高 等 学 校伊 勢 学 園 高 等 学 校 伊勢市の観光施策について伊勢市の観光施策について
・ 市の観光事業は、アフターコロナを見据えたインバウンドの

誘客をどのようにしていくかを第一に考えられているようで
すが、今後、伊勢志摩地域全体で連携した誘客活動を計画す
るのであれば、外国人観光客の増加によるオーバーツーリズ
ムとならないよう、もう少し積極的に国内観光客が安心して
来ることができる施策や地元住民への配慮が必要だと考えま
すが、市としてはどのようにお考えでしょうか。

伊 勢 ま な び 高 等 学 校伊 勢 ま な び 高 等 学 校 登下校等に利用するバスの増便について登下校等に利用するバスの増便について
・ 伊勢まなび高校には午前の部、午後の部、夜間部があり、夜

間部の授業が終わるのは 21 時過ぎです。最寄りのバス停の
最終便は 18 時 45 分であり、夜間部の生徒は、バスを利用
することができません。間に合うバスが１本でもあれば、夜
道を歩いて怖い思いをすることや保護者に送迎の負担をかけ
ることもなくなると思いますが、公共交通機関の整備につい
て現状や課題、解決策などをお聞かせください。

宇 治 山 田 商 業 高 等 学 校宇 治 山 田 商 業 高 等 学 校 通学路・生活道路の安全・保守や改善について通学路・生活道路の安全・保守や改善について
・ 地域の共通課題として、自動車、自転車の衝突・転倒事故、

見えにくい標識、事故につながる不安行為などが挙げられま
す。具体例として、学校前の坂にある停止線を下げたり、徐
行標識の設置、学校前道路の車線の増加など、関係機関に働
きかけをお願いできないでしょうか。

・ 他市では「スマ報」という道路損傷に関する住民の声を拾う
システムを導入していますが、導入の予定はありますか。

宇 治 山 田 高 等 学 校宇 治 山 田 高 等 学 校 女性の政治参画について女性の政治参画について
・ 校内の「総合的な探究時間」の中で「女性の社会進出」とい

うテーマで取り組み、世界と日本の女性の社会進出を比べた
ところ、日本の女性の政治的社会進出が他の国より低い傾向
にあることが分かりました。伊勢市議会や三重県議会の女性
の議員数も少数であり、女性の政治参画を促し、女性議員を
増やすため、政治に興味を持ち、政治に参加できるよう、市
としてはどのような取り組みを行っていますか。

伊 勢 高 等 学 校伊 勢 高 等 学 校 学校統合について学校統合について
・ 「小中学校適正規模化・適正配置基本計画」には「学校の小

規模化による課題の解消」が目的と明言されていますが、学
校統合後の保護者アンケートでは、通学路の安全について不
安との意見があり、通学環境の整備について疑問に思いまし
た。特に熱中症が懸念される夏や大雨時の児童生徒の通学を
不安に思いますが、通学路整備の具体的な計画やスクールバ
スの設置地点、各学校の統合の日時をお聞かせください。

令和４年12月１日発行 （第69号）いせ市議会だより
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表紙表紙のの題字題字はは表紙表紙のの題字題字はは

東大淀小学校 4 年　東
ひがし

　楓
かえで

　神様の中で一番のアマテラスが伊勢神宮にいるから守られてい
る感じがして好きです。

伊勢の好きなところ

東大淀小学校の皆さんに書いていただいた作品の中から、今回は東さんの「いせ」
を採用しました。次回は城田小学校の皆さんの中から採用予定です。

　伊勢市議会は、未来を担う高校生が模擬議会を体験することにより、市政や議会な
ど政治に関心を深めていただくことを目的とした伊勢市高校生議会を令和元年８月８
日に初めて開催しました。
　その後は新型コロナウイルス感染症蔓延の影響により、開催することができません
でしたが、令和４年８月 10 日に、３年ぶりに伊勢市高校生議会を開催することができ
ました。

　高校生議会では、高校生の視点か
ら市政に対する様々な意見や要望、
提案などをいただきました。内容に
ついて、鈴木健一市長に対し、各校
の質問・答弁内容を集約した書面を
手渡しました。

■印刷　株式会社アイブレーン　　　■「いせ市議会だより」は、再生紙を使用しています。

問い合わせ先
伊勢市議会事務局（本館３階）
〒 516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番 29 号

☎　0596-21-5630
　0596-21-5631
　gikai@city.ise.mie.jp

編  集
議会のあり方調査特別委員会 広報広聴検討分科会

会　　長　　上村　和生
副 会 長　　藤原　清史

委　　員　　久保　　真
　　　　　　井村　貴志
　　　　　　野崎　隆太
　　　　　　野口　佳子
　　　　　　品川　幸久

見やすいデザインの文字を
使用しています。

伊勢市高校生議会伊勢市高校生議会をを開催開催（８月 10 日）（８月 10 日）

参加校の意見等参加校の意見等をを市長部局市長部局へへ共有共有（9月 2 日）（9 月 2 日）

参加校の主な質問項目は、14～ 15ページに掲載しています。

鈴木市長（写真左）に書面を手渡しました
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